
「白いごはんやパンは、どうやってたべるのかな？」
「おはしの正しいつかいかたって？」　おいしくたべ
るには、正しいたべかたもだいじです。
おやこでしっておきたいテーブルマナーをイラストと
ともにたのしくまなべます。

　西村 豊　 著
　あかね書房

石田 栞音　　　　文
よしのぶ もとこ　絵
PHP研究所

えほん

「たかのびょういんのでんちゃん」
はつでんきのでんちゃんは、ていでんのときに
でんきを作るため、たかのびょういんにきました。
でもでんきが止まることなんて、ほとんどなかった
ので、でんちゃんもすっかり古くなっていきました。
そんなある日、おおきなじしんがきて、びょういんの
でんきがぜんぶ止まってしまいました。

としょ

「しょうぼうしょは大いそがし」

しょくん、きんきゅうしゅつどうだ！
まちにまったおやつの時間も、かじやじこがあれば
すぐにかけつける、しょうぼうしょは大いそがしです。
人だすけができてうれしいけど、おなかはペコペコ。
しょうぼうしさんたちは、おやつを食べられるかな？

菅野 博子　 文・絵
高野 己保　 原案
岩崎書店

ハネス・ヒュットナー 作
ゲルハルト・ラール　絵
たかはし ふみこ　 訳
徳間書店

えほん

「こりすのかくれんぼ」

森の木のあなでくらしている、いつもげんきな
よつごのこりすたち。｢おるすばんしていてね｣って
おかあさんに言われてもがまんできません。
かくれんぼしながらおかあさんをおいかける、たの
しいこりすのおはなしをしゃしんでみせてくれます。

としょ

「たべかたのえほん」

ある町のひろばに、からだは金で、目は青い
サファイア、けんには赤いルビーがかがやく
｢幸福の王子｣とよばれる像（ぞう）がありました。
あるふゆのよる、この王子の足もとにとまった
つばめは王子のかなしみをしり、そのねがいを
きいて…。

石黒 亜矢子　作
ビリケン出版

オスカー・
         ワイルド　原作
小野 忠男　　　　文
井上 ゆかり　　　絵
にっけん教育出版社

えほん

「おむすびころりん」
山であなの中におむすびをおとしてしまった
おじいさん。すると、あなの中からかわいい
うたごえがきこえてきて…。
よんだことのあるおはなしなら、わからない
えいごがあってもだいじょうぶ。
えいごを耳できいておぼえられるCDつきです。

としょ

「てんこうせいはワニだった! 」
ある日、オースケのいる１年２組にワニのてんこう
せいがやってきました。
うまくイスにすわれなかったり、えんぴつをにぎれ
なかったり、きゅうしょくをおさらごとぜんぶ食べ
ちゃいそうになったり。ワニくんとの一日は
たいへん、でもまいにちものすごーくたのしい！

The Rolling
　　　　Rice Ball

いもと ようこ 　文・絵
Soshi Uchida　英訳
岩崎書店

おの りえん　 作・絵
こぐま社

えほん

「いもうとかいぎ」
ねえねは何でも「だめだめだーめ」と言って、じぶん
だけ大きいおやつを食べたり、じぶんだけあそびに
いっちゃったり、いもうとたちはいつも「ずるい」と
思っています。
ねえねをはんせいさせるために、いもうとたちは
あつまって、かいぎをひらくことにしましたが…。

としょ

「幸福
こ う ふ く

の王子」

かんこちゃんは、とうふやの子どもです。
とうふのあじはおいしいのに、おきゃくさんが少ない
から「もっともっと、おきゃくさんがこないかなあ」と
いつも思っています。
そんなお店に、２ひきのキツネがやってきて…。
おいしそうなおとうふと、あたたかさにみちたかぞく
のものがたりです。

マリー・ホール・
　　　　　　エッツ　 　作
たなべ  いすず　　訳
富山房

吉田 道子　 文
小林 系　　　絵
福音館書店

　しょうがっこうていがくねん《１・２年生》のみなさんへ
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えほん

「ちいさなふるいじどうしゃ」

うんてんしゅさんの言うことをきかずに、一人で
かってにはしりだした小さなふるいじどうしゃは、
とちゅうで出あういろいろなどうぶつやにんげん
を、はねとばしてすすんでいきます。
そして、黒いきかんしゃにあったとき…。

としょ

「とうふやのかんこちゃん」


